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ニット議会開催ニット議会開催
  議員と町幹部職員が町特産のニットを着用し、和やかな雰囲気の中、熱い議論を交わしました。

～お気に入りのニットで、町をPR～

第４回定例会

　「ハ
ー
プ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
in
子
育

て
広
場
」が
、12
月
19
日
大
寺
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「え
ま
〜
ゆ
」の
方
々
の
演
奏
に
子

ど
も
た
ち
の
目
も
輝
き
、お
も
ち
ゃ

の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
で
は
一
緒
に
手
拍
子

も
。最
後
に
楽
器
を
自
由
に
さ
わ
ら

せ
て
も
ら
い
、な
か
な
か
触
れ
る
こ
と

の
出
来
な
い
ハ
ー
プ
に
子
ど
も
た
ち

も
興
味
津
々
。き
れ
い
な
音
色
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　幼
少
期
に
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
に

触
れ
る
こ
と
は
、と
て
も
す
ば
ら
し
い

こ
と
。将
来
演
奏
者
に
な
る
人
も
出

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ

の
時
に
は
、ま
た
子
ど
も
た
ち
に
素

敵
な
音
色
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　十
二
支
の
第
十
二
・
亥
は
「
目

標
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突

き
進
む
」
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　議
会
だ
よ
り
も
分
か
り
や
す
く

「
目
標
に
ま
っ
し
ぐ
ら
」。
広
報
委

員
一
同
、
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
五
月
に
は
「
新
元

号
」
に
改
め
ら
れ
ま
す
。
穏
や
か

な
心
で
迎
え
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　今
後
も
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き

し
て
、
明
る
い
町
づ
く
り
に
活
か

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指
導
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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恭
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記 
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より良い町づくりをめざして！　政策提言書を提出
12 月定例会
特集：学校給食センター
町政のここはどうする？ 一般質問
新しい町への挑戦　議会活動報告

いい音
　でるかな～♪
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政策
　提言

　

町
の
政
策
が
発
展
的
、
効
率
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
厚
生
産
業
常

任
委
員
会
、
広
報
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
し
、
検
討
し
て
き
た
政
策
の
方
向
性
を
「
提

言
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
11
月
５
日
齋
藤
邦
彦
議
長
か
ら
町
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

政策提言書を提出

（
※
内
容
を
変
え
ず
分
か
り
や
す
い
表
現
に
し
て
い
ま
す
）

◎
地
域
の
絆
を
深
め
、

防
災
力
の
向
上
を

　

全
国
的
に
大
き
な
災
害
が

多
発
す
る
中
、
町
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
は
、
地
域
の

絆
や
助
け
合
い
の
心
を
深
め

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
災
害
に
強

い
町
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
や
自
主
防

災
会
の
機
能
を
高
め
、
緊
密

な
連
携
に
よ
る
地
域
防
災
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
。

◎
有
害
鳥
獣
被
害

　
防
止
策
の
強
化
を

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

へ
の
被
害
（
特
に
イ
ノ
シ
シ
）

が
急
速
に
増
え
続
け
て
い
る

た
め
、被
害
防
止
策
の
な
お
一

層
の
強
化
を
展
開
す
る
こ
と
。

より良い町づくりを　
めざして！

◎
健
康
増
進
へ
の

　
取
り
組
み
強
化
を

  

健
康
増
進
お
よ
び
子
育
て

支
援
な
ど
に
施
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
若
年
層
を

対
象
に
し
た
事
業
も
展
開
し
、

医
療
費
な
ど
の
抑
制
に
努
め

る
こ
と
。

◎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
促
進
を

  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い

る
。
町
民
の
身
近
な
足
と
し

て
料
金
・
フ
リ
ー
区
間
な
ど

も
含
め
た
改
善
を
図
る
こ
と
。

◎
観
光
振
興
で
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を

  

第
５
次
山
辺
町
総
合
計
画

に
相
応
し
い
観
光
事
業
の
推

進
の
た
め
に
、
高
品
質
な
特

産
品
や
工
業
製
品
な
ど
の
情

報
発
信
力
の
向
上
と
来
訪
者

に
対
す
る
体
制
整
備
な
ど
を

含
め
た
観
光
振
興
計
画
を
早

急
に
策
定
す
る
こ
と
。

◎
持
続
可
能
な
財
政

運
営
を

　

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
、
行
財
政
改
革

を
さ
ら
に
推
進
し
、
引
き
続

き
持
続
可
能
な
行
財
政
の
運

営
を
図
り
な
が
ら
施
策
の
展

開
に
努
め
る
こ
と
。

◎
職
員
の
職
場
環
境

見
直
し
を

  

職
員
の
業
務
負
担
も
増
加

し
て
お
り
、
事
務
事
業
の
見

直
し
と
と
も
に
仕
事
に
対
す

る
意
欲
と
能
力
を
十
分
発
揮

す
る
た
め
に
、
心
身
の
健
康

管
理
や
職
場
環
境
の
改
善
と

対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

道路・歩道整備の早期実現を議員全員で要望

　当議会議員全員が鈴木県議会議員とともに 12月 14 日、県庁の角
かど

湯
ゆ

県土整備部長
と村山総合支庁の鈴木建設部長に道路改良の要望をしました。内容は、主要地方道山
形朝日線山辺工区「上宿十字路から大寺西之表間」の拡幅と「子どもたちのための通
学路」の歩道整備。また山形市・上山市の通勤および産業道路として非常に交通量の
多い国道 458号大寺工区の「大寺小学校北側バイパス工事」の早期整備促進について
両部長に窮状と課題を説明し、早期に道路改良を促進していただけるようお願いしま
した。

国道458号改良促進特別委員会

県土整備部長に要望書を提出 建設部長に要望内容について説明している様子
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請　願

主な事業

子どもたちが健やかに 学習できる環境を

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　

第
４
回
定
例
会
が
、12
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

医
療
給
付
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、
地
域
福
祉
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
、

30
年
度
山
辺
町
一
般
会
計
補
正
予
算
、
山
辺
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
山
辺
町
簡
易
水
道
等
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
５
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

第４回定例会
12月５日～７日

平成 30年度・一般会計補正予算
２億1973万円　を追加し

総額を　54億 460万円　とする

＊小学校管理事業……………………………  １億 9900万円
小学校空調設置事業設計業務委託料・工事請負費（山辺小、相模
小学校に整備）

＊障がい児通所支援事業……………………………  700万円
障がい児通所支援に係る給付事業による利用者の増加により増額
　
＊社会福祉一般事業…………………………………  170万円
福祉灯油購入費等助成事業
低所得の高齢者世帯、障がい者の居る世帯、ひとり親世帯に対し、
５千円を限度として灯油購入費などの一部助成

＊子育て支援事業……………………………………  129万円
教育・保育給付費（利用者増による）
認定こども園や小規模保育施設などへの利用者の増加による実績
見込みにより増額

特別会計補正予算

議案審議

会計名 理　由 本年度予算額

公共下水道事業特別会計 工事請負費の差額などにより歳入・歳出それぞれ
379万円を減額

総額
５億 471万円

簡易水道等特別会計 西黒森・楢実沢・摂待地区の飲雑用水供給施設の
配水管路が漏水、杉下地区の飲料水供給施設の揚
水ポンプが故障し、安定した水道供給を図るため
の修繕費などとして 130万円を追加

総額
2520万円

山辺小・相模小学校に 空調設備を整備

第２回臨時会
　11月５日第２回臨時会において、伊藤議員
が厚生産業常任委員、広報常任委員並びに行財
政調査特別委員に選任されました。

◎条例の一部改正

・町医療給付金支給条例の一部改正
　県医療給付事業補助金交付規程の一部改正に伴い、制度の公平性を保つ観点から、町医療給付金
支給条例についても所要の改正を行うなど、必要な法令整備を実施するもの。
　
・町地域福祉基金条例の一部改正
　平成３年度に「町地域福祉基金」制度を創設し、3900 万円を積み立て、その後の積み増しや利
息などの運用益を助成金として活用してきましたが、近年の低金利により運用益も減少し、31年度
以降も雪下ろし助成や高齢者配食サービスなどの事業補助を継続推進するため、基金の取り崩し限
度額を 2900万円に改正するもの。

皆さまの暮らしが
「幸せ」と感じられ
るよう頑張ります。

伊藤 恭子
地区 大門町５丁目

新議員紹介

請 願 名 ライドシェアの導入に反対し、安全・安心な
タクシーを国に求める意見書の提出について

請 願 者 一般社団法人山形県ハイヤー協会
　　　会　　　長　　石川 康夫
全国自動車交通労働組合連合会山形地方本部
　　　執行委員長　　遠藤 英二

趣　 旨 ライドシェア（自家用車を利用した有料の相
乗りなど）は利用者の安全・安心に極めて大
きな懸念がある。公共交通維持発展に向け総
合的な諸施策を講ずること。

紹介議員 安達 春彦

結　 果 全員一致で採択
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特 集 より専門的に、

　
平
成
30
年
度
よ
り
学
校
給
食

調
理
業
務
を
、民
間
事
業
所
（
株

式
会
社
東
洋
食
品
）
に
委
託
し

た
こ
と
か
ら
、
11
月
13
日
総
務

文
教
常
任
委
員
と
議
員
希
望
者

で
給
食
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
受
託
業
者
は
、
こ
れ
ま
で
の

パ
ー
ト
職
員
に
つ
い
て
そ
の

ま
ま
雇
用
を
継
続
。
さ
ら
に
町

内
よ
り
雇
用
を
増
や
し
、
セ
ン

タ
ー
所
長
と
栄
養
士
を
合
わ
せ

15
名
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
調
理
を
実
施
す
る
厨
房
は
、

委
託
前
か
ら
ド
ラ
イ
方
式
で
あ

り
ま
し
た
が
、
委
託
後
は
床
を

濡
ら
さ
な
い
徹
底
し
た
指
導
に

よ
り
す
ぐ
に
モ
ッ
プ
で
ふ
き
取

る
な
ど
、
動
き
や
す
い
靴
で
き

び
き
び
と
働
い
て
い
ま
し
た
。

食
中
毒
な
ど
衛
生
面
に
は
特
に

気
を
使
っ
て
お
り
、
調
理
工
程

で
肉
や
野
菜
を
取
り
扱
う
担
当

者
ご
と
に
エ
プ
ロ
ン
を
色
分
け

し
、
作
業
が
変
わ
る
ご
と
に
手

洗
い
と
エ
プ
ロ
ン
を
着
け
替
え

る
な
ど
工
夫
し
な
が
ら
調
理
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
よ
り
、
安
全
か
つ
軽

快
に
作
業
で
き
、
以
前
に
も
増

し
て
清
潔
感
も
向
上
し
た
よ
う

で
す
。
今
ま
で
以
上
に
衛
生
的

な
環
境
の
も
と
安
全
な
給
食
が

児
童
・
生
徒
に
提
供
さ
れ
て
お

り
、
調
理
委
託
し
た
こ
と
に
よ

る
成
果
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
視
察
後
は
、

町
立
大
寺
小
学
校
に
伺
い
、
全

学
年
の
児
童
と
一
緒
に
給
食
の

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。「
一

番
好
き
な
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は

な
に
？
」
な
ど
会
話
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
、
美
味
し
い
給
食

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学校給食センター

総務文教常任委員会

子どもたちへ
より安全な給食を

つや姫ご飯、玉ねぎと厚揚げの味噌汁、牛乳、舞米
豚（まいまいとん）の青椒肉絲、野菜のおかか和え

美味しい給食で山辺町
内での食べ残しは本当
に少ないそうです

給食センターの現状について説明を受ける

築28年が経過しているセンターですが、工夫を重ねて調理しています

人気メニューは、豚骨スープと中華麺、鶏肉のレモン風味、たたき
ごぼうのから揚げ、ちくわの照り煮など
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一番人気は、ラージボール卓球
（大寺健康エンジョイクラブ）

質問

人
生
１
０
０
歳
時

代
も
、
夢
か
ら
現 

実
味
を
持
て
る
社
会
に
な 

っ
て
い
る
。
超
高
齢
化
社

会
を
、
現
役
で
元
気
に
暮

ら
し
て
い
く
。
最
も
気
掛

り
な
の
が
、
健
康
を
い
か

に
維
持
し
て
い
く
か
だ
。

か
つ
て
、
地
方
の
農
村
部

で
は
、
疾
病
の
第
一
番
が

塩
分
の
取
り
過
ぎ
に
よ
る

高
血
圧
、
脳
卒
中
だ
っ
た
。

　

い
ま
町
で
、
最
も
課
題

と
し
て
い
る
生
活
習
慣
病

と
対
策
は
。

答弁

健
康
寿
命
を
い
か

に
平
均
寿
命
に
近

づ
け
て
い
く
か
が
、
保
健

事
業
を
展
開
す
る
も
の
の

使
命
と
考
え
て
い
る
。
最

も
課
題
と
し
て
い
る
生
活

習
慣
病
は
、
糖
尿
病
。
国

保
デ
ー
タ
で
は
、
糖
尿
病

の
受
診
割
合
が
、
県
内
１

位
。
し
か
し
、
糖
尿
病
性

腎
症
の
合
併
症
は
32
位
で
、

重
症
化
は
多
く
な
い
。
対

策
と
し
て
、『
※
１
減
ら
ｓ
ｕ

ｇ
ａ
ｒ
教
室
』
な
ど
を
開

催
し
、
今
後
も
重
症
化
予

防
に
向
け
た
事
業
を
検
討

し
て
い
く
。

質問

健
康
の
自
己
管
理

で
町
民
に
一
番

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
と

は
何
か
。
最
近
、
血
管
年

齢
測
定
器
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を

目
に
す
る
が
、
町
保
健
セ

ン
タ
ー
輝
ら
り
で
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
町

民
が
集
ま
る
施
設
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答弁

町
民
に
は
、
ま
ず

ご
自
身
で
運
動
な

ど
を
し
て
健
康
に
留
意
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
診
断

や
精
密
検
査
を
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
。
測
定
器
は

町
の
施
設
に
は
設
置
し
て

い
な
い
。
国
保
で
レ
ン
タ

ル
し
、
健
康
教
室
で
使
っ

て
い
る
。
今
後
、
設
置
を

考
え
て
い
く
。

質問

一
日
一
日
の
生
活

を
大
切
に
、
思

い
煩
ら
わ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
と
い
う
が
、
町
民
の

ス
ト
レ
ス
解
消
と
発
散
対

策
は
。
取
り
分
け
、
中
高

年
齢
者
は
、
税
金
な
ど
負

担
増
に
伴
う
実
質
年
金
減

少
へ
の
不
満
と
生
活
不
安

を
抱
え
、
慢
性
的
に
ス
ト

レ
ス
を
た
め
込
ん
で
い
る
。

生
活
負
担
を
軽
減
で
き
る

町
の
対
策
は
な
い
の
か
。

答弁

ス
ト
レ
ス
に
は
、

個
人
差
が
あ
り
、

複
数
の
解
消
法
を
組
み
合

わ
せ
て
ほ
し
い
。

質問

か
ま
え
て
頑
張
ら

な
い
で
、
長
続
き

し
習
慣
づ
く
、
１
０
０
歳

を
め
ざ
す
身
近
な
運
動
と

食
の
習
慣
は
。
町
健
康
づ

く
り
の
到
達
目
標
と
し
て

『
や
ま
の
べ
１
０
０
歳
コ
ー

ル
１
０
０
ま
で
元
気
に　

い
ぎ
っ
べ　

い
ぎ
っ
べ　

い
ぎ
っ
べ
』
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
※
２
Ｃ
Ｉ
運
動
を
展
開

し
て
は
ど
う
か
。

答弁

腹
八
分
目
、
い
つ

も
笑
顔
で
、
な
が

ら
体
操
や
地
域
住
民
主
体

の
活
動
に
も
参
加
し
て
、

生
き
が
い
を
つ
く
り
、
い

つ
ま
で
も
笑
顔
で
元
気
に

暮
ら
し
て
ほ
し
い
。
健
康

長
寿
に
向
け
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
近
々
策
定
の

次
期
健
康
プ
ラ
ン
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

武田啓一郎

　一般質問は、議員が町の行財政や将来に
対する考え方などを問い、適切な町政運営
を進めているかチェックするものです。
　山辺町議会では、年４回の定例会で議員
が一般質問をしています。

一般質問は一問一答方式ですが、紙面の関係で主な質問と答弁を要約して掲載しています。

武田啓一郎　 健 康 長 寿 　めざせ 100 歳　長寿の町　町民健康キャンペーンを

本田四志子　 教 育 環 境 　共生社会に向けて小中学校に「手話」の学習時間を

安達　春彦　 施 設 運 営 　山辺町の指定管理者制度に対する取り組みは

遠藤真由美　 防 災 教 育 　「防災合宿」で子どもと共に地域の防災力アップを

神保　　稔　 農 業 振 興 　今年の町の農業情勢と今後の
主な取り組みは

斉藤　昭彦　 安 全・ 安 心 　災害に強いまちづくりとは

12 月定例会では、６人の議員が一般質問を行いました。

町ホームページで
議会中継を
発信中!!

町政の
ここはどうする？

一般質問

傍聴しませんか　次回の定例会は３月です。
お気軽にお越しください。電話023-667-1117（議会事務局）

　　　 めざせ 100 歳 長寿の町
　　　 町民健康キャンペーンを

（町長）いつも笑顔でいられるよう 健康指導などの広報に力
を入れる

健康長寿

納豆、豆腐、発酵食品、きのこ…
不老長寿の食はなんだろう

※１　減ら sugar（へらすがー）教室…体重も砂糖
（シュガー）も減らすことを表現しています。

※２　CI 運動…コーポレートアイデンティティー
運動（会社組織などで、個性・目標の明確化
と統一をはかり、内外にこれを印象づけるた
めの組織的活動。）
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　　　共生社会に向けて小中学校に
　　　「手話」の学習時間を

（町長）手話に関心を寄せ障がい者に思いを馳せるような温かい
　 　 　 町づくりを目指す

質問

障
が
い
の
有
る
人
・

無
い
人
も
分
け
隔

て
な
く
、
住
ん
で
い
る
地

域
の
中
で
自
然
に
寄
り
添

い
共
に
生
き
て
い
け
る
よ

う
に
…
と
国
は
平
成
28
年

４
月
か
ら
障
が
い
者
差
別

解
消
法
を
施
行
、
県
も
手

話
言
語
条
例
を
施
行
し
て

い
る
。
当
町
も
共
生
社
会

に
向
け
て
小
中
学
校
に「
手

話
」
の
学
習
時
間
を
設
け

た
ら
ど
う
か
。

答弁

共
生
社
会
の
形
成

に
向
け
て
「
※
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
シ
ス
テ

ム
の
理
念
が
重
要
で
あ
り
、

特
別
支
援
教
育
を
着
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
示

さ
れ
て
い
る
。
教
育
課
程
の

中
で
直
接
的
に
手
話
を
扱
う

教
科
・
領
域
な
ど
は
無
い
が
、

特
別
な
教
科
「
道
徳
」
や
総

合
的
な
時
間
に
お
い
て
学
習

が
行
わ
れ
る
こ
と
は
可
能
だ

が
教
員
の
負
担
増
が
懸
念
さ

れ
る
。
学
校
教
育
の
み
な
ら

ず
、
社
会
全
体
で
創
造
し
音

楽
や
生
活
を
通
し
手
話
を
学

ん
だ
り
関
心
を
寄
せ
た
り
し

て
、
障
が
い
者
に
思
い
を
馳

せ
る
よ
う
な
温
か
い
町
づ
く

り
を
目
指
す
。

質問

東
南
村
山
管
内
で

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し

て
い
る
学
校
は
。

答弁

当
町
で
の
話
に
な

る
が
、
中
学
校
に

車
椅
子
の
生
徒
が
い
た
が

校
内
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
設
備
さ
れ
、
皆
さ
ん
と

共
に
学
校
生
活
を
楽
し
く

過
ご
し
修
学
旅
行
も
行
っ

た
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
生

徒
も
全
て
に
お
い
て
分
け

隔
て
な
く
お
互
い
を
認
め

合
い
思
い
や
り
の
心
も

育
っ
て
い
る
。
学
校
で
経

験
で
き
た
こ
と
は
お
互
い

に
い
い
学
び
で
、
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
は
良
い
教

育
と
思
っ
て
い
る
。　

質問

町
内
小
学
校
に
は

障
が
い
を
持
つ
児

童
は
い
る
の
か
。

答弁

特
別
支
援
学
級
も

増
え
て
お
り
、
現

在
は
全
て
の
学
校
に
い
る
。

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
子

ど
も
と
共
に
学
ぶ
環
境
が

増
え
て
き
て
い
る
。

質問

言
葉
は
覚
え
て
い

る
が
話
せ
な
い
耳

の
聴
こ
え
な
い
聴
覚
障
が

い
者
は
い
る
の
か
。

答弁

町
内
に
も
県
立
聾

学
校
で
学
ぶ
児
童

生
徒
が
い
る
。
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
手
話

教
育
は
現
場
で
も
取
り
組

ま
ね
ば
な
ら
な
い
大
切
な

課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

質問

今
後
、
共
生
社
会

に
向
け
て
ど
の
よ

う
な
教
育
活
動
を
展
開
し

て
い
く
の
か
。

本田四志子

質問

平
成
15
年
９
月
２

日
、
改
正
地
方
自

治
法
が
施
行
さ
れ
、
民
間

事
業
者
な
ど
幅
広
い
団
体

に
も
包
括
的
に
代
行
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
『
指
定

管
理
者
制
度
』
が
導
入
さ

れ
た
。
山
辺
町
で
は
平
成

18
年
度
か
ら
こ
の
制
度
を

導
入
し
て
い
る
が
、
制
度

適
用
前
後
で
ど
の
よ
う
な

変
化
が
見
ら
れ
た
か
。

答弁

例
え
ば
山
辺
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
個
室
利
用
者
へ

の
食
堂
割
引
券
の
発
行
や

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
食
事

付
き
割
引
入
浴
券
の
発
行

な
ど
、
各
施
設
そ
れ
ぞ
れ

が
事
業
計
画
に
沿
っ
て
運

営
が
行
わ
れ
、
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
管
理
運
営

経
費
の
縮
減
が
行
わ
れ
て

い
る
。

質問

そ
の
事
業
計
画
に

お
い
て
具
体
的
に

は
ど
の
よ
う
な
評
価
指
標

を
設
定
し
、
評
価
を
行
い
、

総
括
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答弁

具
体
的
な
数
値
で

は
な
く
、
指
定
管

理
者
と
し
て
応
募
時
に
提

出
さ
れ
た
「
事
業
計
画
書
」

に
沿
っ
て
施
設
の
管
理
運

営
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か

が
一
番
の
評
価
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
各
担
当
課
が
調

査
分
析
を
し
総
合
的
に
評

価
を
行
っ
て
い
る
。
全
て

の
指
定
管
理
者
に
お
い
て

お
お
む
ね
目
標
達
成
が
な

さ
れ
て
お
り
、
適
正
に
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
る
と

判
断
し
て
い
る
。

質問

一
方
で
、
事
業
運

営
で
立
て
続
け
に

赤
字
に
な
る
施
設
も
あ
る
。

各
諸
費
用
や
予
算
を
再
度

根
本
か
ら
見
直
す
必
要
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
施

設
事
業
で
採
算
を
取
る
た

め
に
は
集
客
が
重
要
で
あ

り
、
さ
ら
に
町
の
集
客
力

を
高
め
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
は
、
山
辺
町
の
戦

略
の
一
つ
で
も
あ
る
。
例

え
ば
、
指
定
管
理
者
が
持

つ
運
営
力
と
町
が
持
つ
企

画
力
を
組
み
合
わ
せ
て
、

共
に
施
設
を
使
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
行
う
な
ど
、
町
も

協
力
し
な
が
ら
事
業
推
進

す
る
こ
と
は
検
討
で
き
な

い
か
。

答弁

山
辺
町
で
事
業
運

営
し
て
い
る
方
か

ら
も
助
言
を
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問

私
た
ち
が
共
に
目

指
し
て
い
る
姿
は

「
み
ん
な
が
つ
な
が
る　

協

働
の
ま
ち　

や
ま
の
べ
」、

そ
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は「
未

来
に
つ
な
ぐ　

自
慢
の
ま

ち
」
で
あ
る
。
山
辺
町
は

こ
の
制
度
を
さ
ら
に
一
歩

推
し
進
め
、
指
定
管
理
者
・

自
治
体
・
町
民
が
協
働
し

よ
り
よ
く
し
て
い
く
こ
と

が
目
指
す
べ
き
姿
で
は
な

い
か
。
今
後
こ
の
制
度
の

利
用
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
方
針
を
考
え
て
い
る
の

か
。答弁

効
率
的
な
管
理
運

営
が
期
待
で
き
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

安達　春彦

施設運営 教育環境　　　 山辺町の指定管理者制度
　　　 に対する取り組みは

（町長）総合的な評価を実施した上で、制度の運用を図ってい
きたい

答弁

特
別
な
教
科
「
道

徳
」
で
は
小
学
校

は
今
年
度
か
ら
、
中
学
校

は
来
年
度
か
ら
実
施
。
調

べ
た
と
こ
ろ
、
当
町
で
採

択
し
た
道
徳
本
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
障
が
い
者

へ
の
理
解
を
深
め
る
題
材

が
多
く
あ
っ
た
。
特
に
４

年
生
で
は
「
ヘ
レ
ン
ケ
ラ
ー

物
語
」
や
「
手
話
の
あ
い

さ
つ
」
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
、
よ
り
理
解
が
深

め
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
、
学
校
長
に
も
伝
え
、

共
生
社
会
の
実
現
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

支えあいの精神を育む教育現場

特別な教科「道徳」も実施され、手話の学習が
出来るようになれば…制度活用で利用者サービスの向上を図る

よりよい運営に向けて
（指定管理者・自治体・町民が協働を）

※インクルーシブ教育…「包容する教育制度」の意味。障害のある人と、障害のない人が共に学ぶ仕組み。
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　　　「防災合宿」で子どもと共に
　　　地域の防災力アップを

（町長）近江地区「防災キャンプ」の取り組みを各地区自主防災会に
　　　紹介し、方向性を考えていく

質問

こ
こ
数
年
、
全
国

で
自
然
災
害
が
多

発
し
て
お
り
、
わ
が
町
で

も
地
震
、
豪
雨
災
害
、
大
雪
、

竜
巻
な
ど
は
い
つ
起
こ
る

か
わ
か
ら
な
い
。
町
の
防

災
対
策
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

住
民
自
ら
が
災
害
に
対
す

る
知
識
や
心
構
え
な
ど
を

学
び
、
一
人
一
人
が
防
災

意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
防
災
意
識
の
向
上
や

生
き
る
力
の
育
成
に
「
防

災
キ
ャ
ン
プ
」
や
「
防
災

合
宿
」
に
取
り
組
む
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
町
内

で
も
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
区

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
年

度
か
ら
開
催
さ
れ
な
く

な
っ
た
「
通
学
合
宿
」
に

代
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

夏
休
み
の
一
泊
か
ら
始
め

て
み
て
は
ど
う
か
。

答弁

「
通
学
合
宿
」
は
教

育
委
員
会
が
平
成

20
年
度
よ
り
事
業
を
実
施

し
て
き
た
が
、
参
加
児
童

の
授
業
へ
の
影
響
、
ア
レ

ル
ギ
ー
や
感
染
症
対
策
、

行
財
政
改
革
に
よ
る
事
業

精
査
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
平
成
29
年
度
で
事

業
を
終
了
し
た
。
防
災
教

育
の
観
点
に
立
っ
た
「
防

災
キ
ャ
ン
プ
」
は
、
近
江

公
民
館
の
体
験
教
室
「
近

江
っ
子
ク
ラ
ブ
」
の
活
動

の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
、

近
江
地
区
自
主
防
災
会
と

の
共
催
で
２
回
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
な

ど
に
類
す
る
メ
ニ
ュ
ー
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い
く

こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
自

主
防
災
会
の
協
力
が
不
可

欠
で
あ
る
。

質問

地
域
で
「
防
災
合

宿
」
に
取
り
組
み

た
い
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

避
難
所
で
あ
る
各
公
民
館

で
宿
泊
の
許
可
は
出
る
か
。

答弁

「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」

で
悪
天
候
の
場
合

に
は
室
内
と
い
う
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
し
、
自
主
防

災
会
と
の
共
催
で
公
民
館

事
業
と
な
れ
ば
宿
泊
は
可

能
で
あ
る
。

　

地
域
で
「
防
災
合
宿
」

や
「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
を

開
催
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
は
自
主
防
災

会
の
役
割
が
不
可
欠
で
あ

る
の
で
、
近
江
地
区
の
事

遠藤真由美

質問

台
風
や
天
候
不
順

に
よ
り
農
作
物
が

さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け

た
が
、
今
年
度
の
農
作
物

の
販
売
見
込
み
額
は
。

答弁

販
売
経
路
が
多
岐

に
わ
た
り
、
具
体

的
な
額
の
把
握
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
今
後
、
生
産

者
や
関
係
機
関
と
情
報
交

換
や
情
報
収
集
を
行
い
、

的
確
な
状
況
の
把
握
に
努

め
て
い
く
。

質問

農
家
の
新
た
な「
加

入
保
険
制
度
」
へ

の
加
入
申
請
状
況
は
。

答弁

青
色
申
告
が
加
入

要
件
。
町
内
の
対

象
経
営
体
は
43
で
、
現
在

４
経
営
体
の
加
入
申
請
で

あ
る
。

質問

８
年
連
続
特
Ａ「
つ

や
姫
」
と
最
上
級

特
Ａ
「
雪
若
丸
」
の
作
付

け
状
況
は
。

答弁

「
つ
や
姫
」
は
、
30

年
産
は
26
経
営
体

で
約
48 

ha
、
31
年
産
は
26
経

営
体
で
約
49 

ha
。「
雪
若
丸
」

は
、
30
年
産
は
３
経
営
体

で
約
２
ha
、
31
年
産
は
９

経
営
体
で
約
７
ha
と
見
込

ま
れ
る
。

質問

大
玉
さ
く
ら
ん
ぼ

「
山
形
Ｃ
12
号
」
の

作
付
け
計
画
は
。

答弁

27
経
営
体
が
登
録

し
、
希
望
本
数
は

３
１
７
本
で
あ
る
が
、
県

全
体
で
希
望
本
数
が
生
産

見
込
み
数
を
上
回
り
調
整

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

質問

農
業
情
勢
に
的
確

に
対
応
し
た
町
独

自
の
農
業
振
興
計
画
の
策

定
は
。

答弁

生
産
者
や
関
係
機

関
と
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
意
見
交
換
を
行
い
、

よ
り
効
果
的
な
事
業
を
展

開
し
て
い
る
。
さ
ら
に
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
持

続
的
な
発
展
に
向
け
た
中

長
期
の
農
業
振
興
に
関
す

る
計
画
の
策
定
に
努
め
て

い
く
。

質問

若
手
農
業
者
、
担

い
手
農
業
者
の
生

産
現
場
で
の
課
題
は
。

答弁

就
農
者
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
、

圃ほ
じ
ょ
う場
の
集
約
化
な
ど
が
課
題

に
挙
げ
ら
れ
る
。
解
決
に
向

け
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

質問

ふ
る
さ
と
観
光
大

使
を
増
員
し
、
さ

ら
に
町
の
情
報
発
信
と
経

済
効
果
を
。

答弁

今
年
度
よ
り
歌
手

峯
田
和
伸
氏
を「
ふ

る
さ
と
観
光
大
使
」
に
委

嘱
し
、
全
国
各
地
に
町
特

産
品
の
観
光
宣
伝
な
ど
町

の
魅
力
発
信
を
強
力
に
お

願
い
し
て
い
る
。
今
後
は
、

多
方
面
で
ご
活
躍
し
て
い

る
町
出
身
者
の
方
々
に
も

お
願
い
申
し
あ
げ
、
さ
ら

に
魅
力
発
信
に
お
力
添
え

を
い
た
だ
く
こ
と
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

神保　　稔

農業振興 防災教育　　　 今年の町の農業情勢と
　　　 今後の主な取り組みは

（町長）持続可能な農業に向けた振興計画を策定する

例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
各

地
区
で
の
取
り
組
み
の
方

向
性
に
つ
い
て
意
見
を
聞

い
て
い
く
。　

質問

自
主
防
災
会
連
絡

協
議
会
は
設
立

し
て
６
年
と
の
こ
と
だ
が
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
構

成
組
織
の
一
つ
と
し
て
組

み
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答弁

今
後
、
組
織
形
態

を
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
ご
と
の
組
織
に
組
み
入

れ
る
こ
と
も
検
討
し
、
危

機
管
理
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

防災すごろくで学ぶ子どもたち
（平成 29 年度近江っ子クラブ防災キャンプ）

平成 30 年度近江自主防災会と近江っ子クラブ共催「防災キャンプ」

青年農業者連絡協議会の現地研修
（フルーツランド白根グレープガーデン　新潟市）

台風 21 号によるラ・フランスの落果被害
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新しい町への挑戦 　　　災害に強いまちづくりとは
（町長）災害時に効果を発揮する対策を講じる

質問

町
長
は
安
全
・
安

心
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
と
言
う
が
、

各
地
区
避
難
所
へ
の
備
蓄

品
の
配
備
は
い
つ
頃
を
め

ど
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答弁

町
で
は
、
昨
年
12

月
策
定
し
た
「
第

5
次
山
辺
町
総
合
計
画
」

の
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の

柱
の
一
つ
と
し
て
「
協
働

と
安
全
安
心
の
ま
ち
」
を

掲
げ
て
い
る
。
な
か
で
も
、

災
害
時
に
効
果
を
発
揮
す

る
対
策
を
講
じ
て
い
く
な

ど
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」
を
今
後
ま
す
ま
す

推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

９
月
定
例
会
後
、
町
内

で
一
番
大
き
な
避
難
所
と

な
る
町
民
総
合
体
育
館
の

施
設
管
理
者
で
あ
る
教
育

委
員
会
と
調
整
を
図
り
、

体
育
館
の
一
部
ス
ペ
ー
ス

を
備
蓄
品
の
収
納
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
確
保
し
た
。

　

町
の
指
定
避
難
所
は
全

体
で
26
施
設
。
そ
の
内
民

間
施
設
を
除
く
と
17
施
設

あ
る
が
、
各
施
設
の
収
納

ス
ペ
ー
ス
不
足
や
維
持
管

理
な
ど
の
理
由
か
ら
現
在

も
配
備
の
め
ど
は
立
っ
て

い
な
い
。

質問

現
在
あ
る
備
蓄
品

を
各
避
難
所
へ
配

備
を
す
る
と
し
た
ら
、
人

口
割
り
で
配
備
を
す
る
の

か
、
決
ま
っ
て
い
る
事
が

あ
れ
ば
提
示
し
て
ほ
し
い
。

答弁

各
避
難
所
へ
早
期

に
備
蓄
品
の
配
備

を
考
え
て
い
る
が
、
配
分

数
に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
自
主
防

災
会
な
ど
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

山
辺
中
学
校
体
育
館
に

設
置
し
て
い
る
丸
管
に

つ
い
て

質問

体
育
館
に
設
置
し

て
あ
る
ス
テ
ン
レ

ス
丸
管
（
避
難
所
用
間
仕

切
り
ロ
ー
プ
張
り
）
の
使

用
目
的
、
管
理
に
つ
い
て

教
え
て
ほ
し
い
。

答弁

東
日
本
大
震
災
時
、

体
育
館
内
に
ロ
ー

プ
を
張
っ
て
布
で
間
仕
切

り
を
し
て
い
た
避
難
所
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
ー

プ
を
張
れ
る
よ
う
に
設
置

し
た
。
そ
の
後
、
段
ボ
ー

ル
や
紙
管
、
布
を
使
っ
て

の
間
仕
切
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
災
害
時
応
援

斉藤　昭彦

安全・安心

協
定
に
お
い
て
救
援
物
資

の
一
つ
と
し
て
段
ボ
ー
ル

間
仕
切
り
を
緊
急
調
達
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
丸
管

に
つ
い
て
は
緊
急
時
に
使

用
し
て
い
く
。
な
お
丸
管

に
つ
い
て
は
日
頃
危
険
が

及
ば
な
い
よ
う
設
置
し
て

い
て
定
期
点
検
等
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
必
要
と
し
な

い
。質問

段
ボ
ー
ル
間
仕
切

り
の
研
修
な
ど
は

自
主
防
災
会
の
方
を
対
象

に
進
め
る
の
か
。

答弁

簡
易
ベ
ッ
ド
が
間

仕
切
り
と
併
用
に

も
な
る
が
、
防
災
訓
練
な

ど
で
講
習
を
行
っ
て
い
く
。

県
都
山
形
に
近
い
こ
と
を
プ
ラ
ス
に
考
え
、

希
望
の
も
て
る
山
辺
に�

商
工
会
役
員
と
の
懇
談
会

山
形
広
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
備
を

長
期
的
に
考
え
る�

広
域
環
境
事
務
組
合（
秋
田
）視
察

商
工
会
役
員
と
議
員
懇
談
会

　

懇
談
会
が
12
月
14
日
開
催
さ
れ
、

役
員
改
選
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
方
々
が

増
え
た
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
「
若
い
後
継
者
の
育

成
塾
を
引
き
続
き
開
催
し
、
研
修
・

勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
感
謝
し

て
い
る
」「
消
費
税
増
税
に
と
も
な

う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
や
、
低
所
得
者
に
対
す

る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

発
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
増
税

還
元
対
策
に
悩
め
る
小
規
模

事
業
所
も
多
い
の
で
、
政
府

に
対
し
て
し
っ
か
り
要
望
し

て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
会
か
ら
次
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
商
業　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
の
発
行
を
継
続
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
プ

レ
ミ
ア
ム
以
上
の
効
果
が

あ
っ
た
。

	
	

◦
工
業　
高
品
質
な
も
の
づ

く
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら

販
路
拡
大
に
努
め
て
い
る
。
町
づ

く
り
は
点
で
は
な
く
線
か
ら
面
に

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
山
辺
に
た

く
さ
ん
の
人
に
来
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

◦
建
設
業　

山
辺
町
住
宅
建
設
等

支
援
事
業
補
助
金
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
補
助
金
を
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

山
形
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会

議
員
で
、
11
月
19
・
20
日
秋
田
市

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
と
総
合

環
境
セ
ン
タ
ー
の
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
視
察
し
た
秋
田
市
汚
泥
再

生
処
理
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
25
年

よ
り
高
度
な
技
術
設
備
で
処
理
を

し
て
お
り
、
し
尿
、
浄
化
槽
汚
泥

を
濃
縮
、
脱
水
し
て
助
燃
材
に
再

生
。
ま
た
、
そ
の
際
の
分
離
液
は

希
釈
し
て
下
水
道
放
流
す
る
な
ど
、

効
率
的
な
維
持
管
理
経
費
の
削
減

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

山
形
市
に
あ
る
山
形
広
域
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
63
年
の
運
営

開
始
よ
り
30
年
を
経
過
し
、
設
備
の

老
朽
化
に
加
え
、
年
々
搬
入
量
の
減

少
に
伴
い
微
生
物
に
よ
る
汚
水
処
理

が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は

浄
化
し
た
汚
水
を
河
川
に
放
流
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
視
察
し
た
秋
田
の

施
設
を
参
考
に
し
て
長
期
的
に
計
画

し
て
い
く
予
定
で
す
。

商工会役員と議員懇談会

体育館に備蓄品スペースを設置

避難所用として備えた畳

秋田市汚泥再生処理センターで説明を聞く
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新しい町への挑戦

駆除対策を進める猟友会メンバー

行財政特別委員会

イベ トン 報情
イベント 場　所 期　日 内　容 問合せ

山
形
市
蔵王樹氷まつり 蔵王温泉スキー場 ３月３日

(日)まで
１千人松明滑走、冬のHANABI、樹氷
ライトアップなどの多彩なイベント

蔵王樹氷まつり協議会
℡　023-647-2266

上
山
市
加勢鳥（かせどり）上山城～市内 ２月11日

(月・祝)
五穀豊穣と商売繁盛、火伏を祈る冬
の風物詩。

上山市観光物産協会
℡　023-672-0839

中
山
町
だんご木市 上町通り ２月18日

(月)
だんご木のほか、出店も立ち並び賑
わいます。豚汁の振舞いもあり。

中山町観光協会
℡　023-662-2114

町
の
発
展
と
活
性
化
に
つ
な
が
る

仕
事
を�

町
建
設
業
協
会
役
員
と
の
懇
談
会

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
注
目

�

朝
日
町
議
会
と
の
懇
談
会

財
政
状
況
分
析
の
た
め
の

学
習
会�

行
財
政
調
査
特
別
委
員
会

大
雨
時
の
冠
水
解
消
　
　
　
　

　�

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

隣
接
市
町
で
連
携
し
た
有
害
鳥

獣
対
策
を�

中
山
町
議
会
と
の
懇
談
会

　

厚
生
産
業
常
任
委
員
と
町
建
設
業
協
会
役
員
と
の
懇

談
会
が
11
月
９
日
に
町
内
で
開
催
さ
れ
、
建
設
業
界
の

活
動
状
況
を
は
じ
め
空
き
家
問
題
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
し
ま
し
た
。
特
に
空
き
家
問
題
で
は
、
使
え
る

空
き
家
、
使
え
な
い
空
き
家
を
区
別
す
る
こ
と
。
地
元

協
会
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
知
見
を
よ
り
深
め
て
い

く
こ
と
。
大
学
生
な
ど
若
者
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、

借
す
・
売
る
を
展
開
す
る
こ
と
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を

も
っ
て
人
口
減
少
へ
の
対
策
と
、
町
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
冬
季
に
入
っ
て
の
除
排
雪
も
含
め
安
全
・
安
心

を
第
一
に
、
労
働
災
害
の
防
止
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。建
設
業
協
会
の
方
々
の
安
全
・

安
心
な
町
づ
く
り
に
寄
せ
る
意
欲
を
感
じ
た
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

両
町
議
員
懇
談
会
が
11
月
12
日
、
朝
日
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

協
会
理
事
長
の
長
岡
信
悦
氏
よ
り
「
地
域
の
資
源
を

発
見
し
、
磨
き
、
宝
物
に
す
る
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

と
題
し
て
講
演
の
後
、
八
ツ
沼
地
内
を
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
議
会
の
災
害

対
応
や
、
議
会
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

　

特
に
９
月
定
例
会
よ
り
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導

入
し
て
議
案
書
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
朝
日
町
議
会
で
は
実
際
に
使
い
方
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
当
町
で
導
入
の
必
要
性
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

①
７
月
23
日

・
行
財
政
調
査
特
別
委
員
会
の
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

②
10
月
18
日

・
山
形
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
よ
り

平
成
29
年
度
決
算
に
み
る
山
辺
町
と

県
内
市
町
村
の
財
政
状
況
説
明

・
財
政
状
況
を
分
析
す
る
際
の
着
眼
点

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

③
11
月
14
日

・
山
辺
町
総
務
課
よ
り
、
山
辺
町
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
委
員
会
を
開
催
し

各
方
面
に
わ
た
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

大
雨
時
に
は
何
度
も
冠
水
す
る
三
河
尻
地
内
の
排
水

路
整
備
工
事
の
現
場
を
12
月
7
日
視
察
し
、
工
事
状
況

な
ど
に
つ
い
て
担
当
者
よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

三
河
尻
地
区
を
は
じ
め
周
辺
地
域
に
著
し
い
被
害
を

及
ぼ
す
要
因
で
も
あ
り
ま
し
た
排
水
路
の
整
備
工
事
は

昨
年
度
か
ら
事
業
に
着
手
し
、
勾
配
調
整
や
大
雨
時
の

排
水
に
向
け
た
新
た
な
水
路
の
整
備
な
ど
と
、
県
道
の

埋
設
ヒ
ュ
ー
ム
管
か
ら
の
落
ち
溜
め
桝
の
改
修
や
、
勾

配
調
整
の
た
め
の
工
事
が
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
大
雨
時
の
冠
水
解
消
と
安
全
な
通
行
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

両
町
議
員
懇
談
会
が
12
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、

「
信
頼
と
安
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
」
と
し
て

地
域
に
根
ざ
し
て
12
月
１
日
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

た
上
山
市
川
口
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
施
設
で
、

担
当
者
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
視
察
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
内
に
お
い
て
両
町
の
懸
案
事
項
で
あ

る
イ
ノ
シ
シ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ

の
鳥
獣
被
害
と
駆
除
対
策
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
各
町

で
独
自
に
対
策
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
隣

接
市
町
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
各
町
な
ど
に
駆
除

対
策
の
広
域
化
を
求
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。工事現場視察の様子

住みやすい郷土づくりへ

ペーパーレス化で経費削減を目指したタブレッ
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